
レーザー技術の現状と課題
輝度 × × × △ ◎ × ×

波長可変 × × △ △ ◎ △ ○

帯域 × × × ○ ○ × △

繰り返し △ △ ○ ○ ○ × △

平均出力 × △ ○ △ ◎ × ×

サイズ × × ○ × ○ × ×

安定性・
操作性 × × × × × × ×

波長 X-ray VUV UV VIS NIR MIR FIR/THzMIR FFFFFFFFUV



レーザーの応用例と技術課題（環境計測）
� イオンビームとの組合せ：大気浮遊粒子状物質の発生と挙動

履歴解析：内部と外殻を個別に分析



大気浮遊粒子状物質の発生と挙動の分析
� イオンビームとの組合せ：FIB/IR-UV REMPI
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レーザーの応用例と技術課題（環境計測）
� レーザーレーダー：レーザーの小型化と高機能化・高性能化が課題

低層エアロゾル高度分布の観測結果（THI表示）

� レーザー光の高い指向性、単色性、高出力特性を利用
� 大気物理量（風向・風速，温度・湿度）の空間分布を実時間計測
� 雲，エアロゾル，大気分子・原子，汚染分子を高精度計測
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� 波長 : 3.392μm
� パルスエネルギー : 5μJ
� 繰り返し : 20Hz
� スペクトル幅 : 383MHz
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� 波長 : 3.392μm
� パルスエネルギー : 5μJ
� 繰り返し : 20Hz
� スペクトル幅 : 383MHz



低層エアロゾル高度分布の観測結果（THI表示）

★ 広域環境計測，防災にはレーザーの小型
化・高性能化と高機能波長変換が不可欠

期待される効果

6.27μm 9.024μm
2.66μm 8.880μm
1.88μm 4.001μm
813nm 300.1nm

7.63μm
3.391μm

9.508μm 3.270μm
9.504μm 1.67μm
253.6nm 4.709μm
5.265μm 2.35μm
5.215μm 14.98μm

6.229μm 4.28μm
3.44μm 4.26μm
448.2nm 2.75μm
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